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と天蓋開放型との間には著明な差は認められなかっ　演題15．相対的な上顎歯槽堤の後退を伴う症例につ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて

演題14．気管部分欠損患者に対する気管外Epithese

　　　　の一症例
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　今回，甲状腺癌の外科的治療により残遺した永久

気管孔を有する症例に対して，歯科用材料を応用し

た補綴物を装着して発声機能の回復を試みた。

　症例は61歳，女性で，甲状腺癌の診断にて甲状腺

全摘手術，第4気管輪までの気管合併切除（開窓術）

を施行した。術後，永久気管孔が残遺し，呼気の流

出による声門下圧の不足に起因した発声機能障害が

生じた。そこで，気管孔を被覆するタイプの気管外

Epitheseをシリコーン樹脂にて製作，装着すること

により発声機能の回復を試みた。気管外Epithese

は気管孔を覆い，上方は舌骨下部まで，側方は胸鎖

乳突筋を，下方は鎖骨の一部を被覆する範囲とした。

発声時には手指で圧迫保持することにより辺縁封鎖

性を高め呼気の漏出を防いだ。本Epithese装用時

の発声機能を評価するため，音量と呼気量の測定を

行った。その結果，日常会話に支障を来さない程度

の音量ならびに，同年齢，同体格の健常者と同程度

の呼気量が得られ，発声機能は良好に回復されてい

ることが認められた。

　しかし，今回製作した気管外Epitheseには幾っか

の課題が見いだされた。すなわち，1）保持装置の考

案，2）疾の処理法，3）審美性の回復，4）会話時にお

ける頸部の円滑な運動，5）被覆範囲，使用材料の検

討などである。なかでも，Epithese材料の選択は最

重要課題である。使用材料には欠損周囲組織と接触

する部分は皮膚のような柔軟性が，気管孔に接する

部分は気道確保できる硬さが要求される。今回は単

一材料の使用であったため，これらの要件を満たす

ことはできなかった。今後，さらに検討しこれらの

課題を解決していきたいと考えている。
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　交通事故は年々増加しており，歯科医がそれらの

症例に対して適切な対応を迫られることが多くなっ

てきている。また，欧米人に比べ発現率の高い唇顎

口蓋患者に対する対応も，一般社会の歯科に対する

要求の質的向上に伴い難しくなってきている。今回，

上記の原因により相対的に上顎歯槽堤が下顎に対し

て後退している2症例に対し，コーヌスクローネを

応用した可撤性橋義歯による形態，機能ならびに審

美性の回復を試みた。症例1は，交通事故により顔

面部に受傷し，上顎前歯部歯槽骨ならびに同部の歯

の欠損を生じ，先に述べた上下顎堤の位置関係となっ

た症例である。症例2は，唇顎口蓋裂閉鎖術後の上

顎骨の劣成長および下顎骨の過成長により，同様の

状態を呈したものである。この様な症例では上下顎

の前歯部歯槽堤の前後関係が逆転してるため，機能

時の義歯の転覆，舌運動の阻害，構音障害などを生

じやすく，義歯の設計においては維持力の問題被

蓋の回復の程度，偏心運動時のガイドの設定様式，

義歯床辺縁の位置および厚径などが問題となる。

　コーヌスクローネ応用の可撤性橋義歯では，維持

力を任意に設定でき，特に前歯中間欠損では，前歯

部人工歯の排列の自由度が大きく，かっ歯根膜負担

が得られる。加えて，支台歯の清掃が容易である。

以上の理由より，これらの症例に対してのコーヌ

スクローネ応用の橋義歯による補綴処置は有効なも

のと考えられた。
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